





































































であった。その時の幼児の平均月齢は 54.8 カ月（範囲：49 ～ 60 カ月）で、その後、６月に女
児１名、７月に男児１名が加わった。３歳児クラスからの進級児は６名で、他は４歳児クラス
からの入園である。観察日ごとの幼児の出席人数は表１の通りである。




















回 誕生会 観察日 出席人数 時間 提案数 決定されたメニュー
第１回 ４月分 2011年５月12日 17 14分40秒 ９ アイス





第４回 ７月分 2011年６月30日 19 29分40秒 ９ かき氷
第５回 ８月分 2011年８月29日 19 24分27秒 ６ かき氷
第６回 ９月分 2011年９月21日 19 23分13秒 11 ピザ
第７回 10月分 2011年10月18日 20 23分22秒 ５ クッキー
第８回 11月分 2011年11月21日 18 39分20秒 12 チョコレートケーキ











































第１回 第２回 第３回 第４回 第６回 第７回 第８回 第９回 第10回 第11回
①話し合いの提起 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
②提案を促す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
③メニューを絵にする ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
④出された案から選ぶ確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑤友だちとの相談を促す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑥賛成の意思表示を促す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑦決め方を確認する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑧合意を確認する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑨決定を伝える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑩考えるように言う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑪案数を減らしていく ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
⑫２段階に分けて選ぶ ○ ○ ○
⑬一人１回の挙手を求める ○ ○ ○ ○ ○
⑭異議を受けて調整する ○ ○


































































































　＜事例８＞	多数派の案でよいことを少数派に確認する（第 10 回、１月 25 日観察）
　多数決で決めることを確認し、挙手で意思表示をすると、18 対１でゼリーへの賛成者
が多い。保育者はゼリーが多かったことを全体に伝え、少数派のＡ児にゼリーでも大丈夫
かと問うとＡ児が頷く。保育者は再度、大丈夫かと問い、譲ってくれるのかと問うが、Ａ
児はいずれにも頷く。保育者はＡ児に「ありがとう」と言う。
考察
　これまで見てきた結果をもとに、	４歳児クラスでの合意形成のための話し合いにおける保育
者の働きかけの特徴を考察する。
１．話し合いの様式を伝える
　基本的働きかけは、おやつのメニューを決めるという話し合いのテーマを提示してから決定
に至るまでの一定の手続きを構成している。野呂・杉山（1999）は、「話し合い活動を意識的、
継続的に保育の中に位置づけることにより、４歳児クラスは、話題を共有して友だちの発言を
聞き自分も話す、一緒に考えるという話し合いが成立に向かう時期と言えるかもしれない」と
述べている。同じテーマでの話し合いを一定の流れで繰りかえし経験することは、４歳児クラ
スの幼児にとって、合意形成のための話し合いの様式を身につけていくことにつながると考え
られる。保育者は、年間を通して話し合いの様式を伝える働きかけをしていたととらえること
ができる。
２．イメージの具体化・共有化を支える
　保育者は、幼児から提案がある（メニューを言う）と、それがどのようなものかを聞き取り
ながら絵を描いていく。他の幼児もその過程を見守っている。前述のように、４歳児クラスは、
会話によってイメージを共有することが協同活動につながる時期と考えられる。保育者は参加
者を代表して提案者とやりとりし、そのイメージを絵にすることによって具体化し、クラス全
体でイメージを共有できるよう支えていると考えられる。
３．思考を促進し、意思決定を支える
　保育者は、幼児が何がよいかを選ぶ場面で、考えるように言うだけでなく、友だちと相談す
ることを促す働きかけを 10 回中８回で行っている。津守・磯部（1965）は、４歳児について、
「他の子どもと考えの交流をすることによって、想像が発展し、刺激をうけ、製作活動が発展
する」と述べている（p.208）。この記述は、友だちとの意見の交換が４歳児の思考を活性化す
ることを示唆している。
　礪波・三好・麻生（2002）は、幼児同士（ペア）での共同意思決定過程の特徴として、両者
の意見が一致してもそれが共同意思になるとは限らないことをあげている。そして、この特徴
には幼児の言動が変わり易いことが関係しており、個人の意思は個人内で決定されるのではな
く、他者との対話的「場」の中で揺らぎながら生成されていくものであると考察している。友
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だちとの相談は、他者との対話的な「場」をもつことに相当し、個々の幼児が自分の意思を決
定することを支えていると考えられる。
４．幼児の姿に合わせて、話し合いの様式を伝える
　次の２点について時期による働きかけの変化が見られた。１点目は意思表示の方法について
である。複数の中から１つを選んで挙手で意思表示ができるまでの過程を３段階に分けて踏ん
でいく。２点目は合意の確認に至る最終盤の進め方についてである。賛成の意思表示の後に多
い方でよいかを尋ねるやり方から、決め方を確認してから賛成の意思表示をするやり方に変え
ている。幼児の姿に合わせて、「決め方を確認し、一人１回の挙手で意思表示をして合意の確
認に向かう」という様式に近づけようとしているものと考えられる。
５．合意を確かなものにする
　通常、多数決で決めることを確認して採決すれば、その結果が決定となる。しかし、本研究
では、10 回中８回で、多数決の結果を決定としてよいかを確認する働きかけが見られた。そ
の結果、異議が出されて選び直すことになった回もあった。その他、少数派の幼児の意思を確
認する働きかけも見られる。保育者はこのような進行により、合意を確かなものにしようとし
ていると考えられる。
６．少数派の自己制御を励ます
　多数決が採用される中で、少数派の幼児が「がまん」したことや「譲ってくれる」ことを集
団の中で認める働きかけが見られた。田中・田中（1986）は、４歳後半になると、「ぼくのだ
ケレドモ貸してあげる」などといった自制心が芽生えると言う。また、自分が理由の主人公に
なって納得するようになると述べる。すなわち、「カエタゲル、ダッテ、カワイソウ」などと
主張の根拠がはっきりしてくると言うのである（p.24）。このような時期にあって、上記のよ
うな働きかけは、少数派の幼児の自己制御を励ます意味をもっていると考えられる。
　以上のことから、４歳児クラスでの合意形成のための話し合いにおける保育者の働きかけの
特徴として、幼児の姿に合わせて働きかけの一部を変えながら、合意形成のための話し合いの
様式を繰り返し伝えていることがあげられる。また、対話によって幼児のイメージを把握し、
それを絵に表すことで具体化・共有化を図る、友だちとの相談によって思考を促進し、意思決
定を支える、少数派の自己制御を集団の中で認めることで励ますなど、この時期の発達を踏ま
えた働きかけを行っていると言える。さらに、決定を急がず、多数決の結果についてもそれで
よいのかを確認する、少数派の幼児の意思を確認するなど、合意を確かなものにするために確
認を重ねることが特徴になっていると考えられる。
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